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平成 29 年度３月期決算短信の遅延理由及び今後の決算開示に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成 29 年 3 月期決算短信を平成 29 年 7 月 31 日に開示いたしましたが、当該開示が期末後

50 日を超えたことについての理由及び今後の決算開示について、下記のとおりお知らせいたします。 

記 

 

１.決算短信の開示が期末後 50 日を超えた理由 

当社は、平成 29 年５月 7日付「第三者委員会設置及び平成 29 年 3 月期決算発表の延期に関する

お知らせ」並びに平成 29 年６月 30 日付「第三者委員会調査報告書の受領に関するお知らせ」等の

とおり、過年度の会計処理の一部において不適切な会計処理が行われていたことが判明いたしまし

た。本件について第三者委員会の調査が、事実関係の解明等のため詳細な調査を要する取引が広範

囲にわたり、当初想定以上の調査期間が必要となったことから、決算短信の開示が期末後 50 日を

超えることとなりました。 

 

２.今後の決算の開示について 

当社は、今回の決算開示が遅延したことを厳粛に受け止め、今後の開示時期につきましては、期

末後 50 日を超えることのないよう、さらなる社内体制の整備を進め、決算短信を 45 日以内に開示

するよう取組んでまいります。 

 

 

株主や投資家の皆様をはじめとする関係各位におかれましては、多大なるご迷惑とご心配をおかけ

いたしましたことを、心より深くお詫び申し上げます。 

 

以 上 


